
平成 28 年度 企画展  

鬪雞神社の文化財 

 

 

主 催：田辺市立田辺歴史民俗資料館 

会 期：平成 29年 1月 28日（土）～3月 26日（日） 

会 場：田辺市文化交流センター「たなべる」2階 歴史民俗資料館 企画展示室 

入場者：1062名 

 

〇会場の様子〇 

 

【Ⅰ 鬪雞神社以前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ⅱ 鬪雞神社の文化財】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鬪雞神社は、社伝や『紀伊続風土記』に記録

が残されていますが、古代・中世の歴史はよ

くわかっていません。 

考古学的な観点より、鬪雞神社周辺では、弥

生時代以降砂丘上に墳墓が営まれ、鎌倉時代

には、神社後背の仮庵山に経塚が造営されて

いたことが分かっています。 

中世の歴史がよくわかっていない鬪

雞神社ですが、中世の獅子・狛犬や那

智参詣曼荼羅などの美術品が残され

ています。 

 

また、江戸時代には、田辺領主安藤家や

田辺城下町の町衆からの寄進、奉納品が

残されています。 

明治以降には、近世田辺の記録『万代記』

『田辺町大帳』『御用留』などの文書典籍

も収蔵されています。 



【Ⅲ 近世鬪雞神社の社殿造営】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ⅳ 名所としての鬪雞神社】 

 

  

 

 

 

 

 

 

【Ⅴ 田辺祭】 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇展示解説〇 

 2月 4日（土）、3月 18日（土）に企画展の展示解説を行いました。 

 

 

 

 

 

 

鬪雞神社は、明応４年(1495)の「田辺兵

乱」、天正 13年(1585) 豊臣秀吉の紀州攻

めによる「田辺大乱」により大きな打撃を被

ったと考えられています。 

江戸時代になり田辺領主となった安藤家は、

鬪雞神社を庇護し、また田辺城下町の町衆か

らも深い信仰を集め、神社は再興されること

になります。 

『西国三十三所名所図会』や大阪商船によ

る、南紀地方を宣伝するパンフレットなど

に鬪雞神社が掲載されました。 

このように鬪雞神社は、信仰の地としてだ

けではなく、名所、歴史伝承の地として認

識されるようになります。 

田辺祭は、毎年７月 24・25日の両日に行わ

れる鬪雞神社の例大祭です。 

慶長５年(1600)、田辺領主の浅野左衛門佐

は、新熊野権現と祭礼の再興を図ります。 

元和５年、安藤直次が田辺領主となると、城

下町の整備とともに、田辺祭が盛大に執り行

われるようになります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


